
議
案
第
８
号
「
令
和
３
年
度
阿
蘇
市
阿
蘇

山
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
」

経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
主
な
審
議
内
容
で
す
。

委
員
長　

五 

嶋 

義 

行

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

 
 
 

農
政
課
所
管
分

 

委
員　
農
業
振
興
費
の
産
地
生
産
基
盤

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
は
、
国
庫
補

助
金
を
財
源
と
し
、
阿
蘇
市
の
上
乗
せ
は

な
く
、
歳
入
額
を
そ
の
ま
ま
事
業
主
に
歳

出
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
は
こ
の
事
業

の
審
査
等
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関
わ
り

方
を
し
て
い
る
の
か
。

 

農
政
課
長　
事
業
実
施
主
体
の
事
業
要

望
時
点
か
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
適
宜

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
負
担
が
な

い
補
助
事
業
は
、
市
と
事
業
実
施
主
体
の

連
携
が
十
分
に
と
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
主
体
か
ら
誓
約
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
補
助
事
業
が
円
滑
に
運
ぶ
よ
う
注
意

を
払
っ
て
い
き
ま
す
。

 

委
員　
観
光
振
興
費
の
草
千
里
交
通
事

故
対
策
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の

方
に
１
０
０
万
円
の
減
額
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
補
助
金
の
減
額
や
見
直
し
を

事
業
主
体
に
要
請
す
る
こ
と
は
、
非
常
に

難
し
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
関
係
者

と
観
光
課
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。
今
後

の
方
針
と
し
て
、
古
い
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
役
目
を
再
確
認
す
る
と
共
に
、

必
要
に
応
じ
て
減
額
し
、
新
た
な
事
業
の

財
源
に
充
て
る
な
ど
の
考
え
方
が
必
要
で

あ
る
。

 
 
 

建
設
課
所
管
分

 

委
員　
河
川
事
業
費
の
管
理
河
川
掘
削

等
維
持
工
事
に
つ
い
て
は
、
水
害
に
よ
り

河
床
高
が
高
く
な
っ
た
箇
所
は
す
べ
て
完

了
し
て
い
る
の
か
。 

 

建
設
課
長　
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。

次
の
段
階
と
し
て
、
大
き
な
河
川
の
掘
削

を
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
お
り
、

加
え
て
地
域
か
ら
の
要
望
箇
所
な
ど
を
そ

の
都
度
確
認
し
、
緊
急
度
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

 
 
 

住
環
境
課
所
管
分

 

委
員　
住
宅
建
設
費
の
老
朽
住
宅
解
体

撤
去
工
事
に
つ
い
て
は
、
竹
林
、
笠
園
、

坊
中
南
住
宅
で
20
戸
分
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
跡
地
利
用
の
計
画
は
。

 

住
環
境
課
長　
解
体
後
に
新
た
な
住
宅

を
建
設
し
な
い
土
地
は
、
普
通
財
産
に
移

行
し
、
管
理
は
財
政
課
に
移
り
ま
す
。
竹
林
、

笠
園
住
宅
に
つ
い
て
は
、
解
体
後
に
住
宅

を
建
設
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
坊

中
南
住
宅
は
令
和
５
年
度
以
降
に
１
棟
、

約
10
戸
分
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
令
和

２
年
度
に
２
棟
分
の
設
計
が
完
了
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
災
害
公
営
住
宅
等

を
建
設
し
て
い
る
こ
と
や
、
入
居
希
望
は

今
の
と
こ
ろ
６
世
帯
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、
ま
ず
は

１
棟
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 
 
 

農
業
委
員
会
所
管
分

 

委
員　
農
地
流
動
化
等
推
進
事
業
費
に

つ
い
て
だ
が
、
農
地
を
売
り
た
い
と
の
申

し
出
や
小
作
契
約
を
希
望
す
る
申
し
出
に

対
し
、
受
け
皿
と
な
る
認
定
農
業
者
等
が

そ
の
農
地
の
条
件
を
比
較
し
、
契
約
地
を

選
ぶ
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
農
地
流
動
化

の
推
進
に
強
力
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

遊
休
地
や
荒
廃
地
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

農
業
委
員
会
を
通
さ
ず
、
安
い
金
額
で
小

作
契
約
を
締
結
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

中
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
の
今

後
の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
農
地
の
買
い

手
よ
り
売
り
手
の
ほ
う
が
多
い
現
状
を
踏

ま
え
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
買
い

手
や
借
り
手
に
対
す
る
少
な
い
優
遇
措
置

を
補
う
助
成
等
に
つ
い
て
、
県
の
農
業
会

議
に
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
７
号
「
令
和
３
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
に
つ
い
て
」

議
案
第
14
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
」

農地流動化等推進事業

（12）



 
 
 

農
政
課
所
管
分

 
委
員　
農
業
振
興
費
の
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

国
と
県
は
有
機
農
業
を
推
進
す
る
中
、
地

域
に
お
い
て
は
有
機
肥
料
の
臭
気
が
住
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
難
し
い
課
題

を
含
ん
で
い
る
。
農
業
者
と
地
域
住
民
の

方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
努
力
を
求
め

た
い
が
。

 

農
政
課
長　
国
は
有
機
農
業
を
２
０
５

０
年
度
ま
で
に
全
国
で
１
０
０
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
拡
大
す
る
目
標
を
立
て
て
い

ま
す
が
、
事
業
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
住
民
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

事
業
実
施
主
体
に
も
十
分
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

委
員　
春
先
に
な
れ
ば
有
機
肥
料
の
散

布
が
始
ま
る
が
、
臭
い
を
抑
え
る
た
め
散

布
後
は
す
ぐ
に
鋤
き
込
む
よ
う
、
作
業
に

関
す
る
指
導
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

 

農
政
課
長　
圃
場
へ
の
堆
肥
散
布
に
つ

い
て
は
、
散
布
後
の
早
め
の
耕
う
ん
等
の

処
理
に
つ
い
て
、
農
家
の
方
々
に
対
し
周

知
徹
底
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

委
員　
林
業
振
興
費
の
中
の
、
有
害
鳥

獣
関
連
の
予
算
が
４
項
目
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
の
説
明
を
。

 

農
政
課
長　
報
償
費
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

報
奨
金
は
市
の
単
独
分
で
あ
り
、
国
の
嵩

上
げ
分
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助
金
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は

報
償
費
に
ま
と
め
て
計
上
し
て
い
ま
し
た

が
、
県
の
指
導
に
よ
り
令
和
４
年
度
は
区

別
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
補
助
金
は
、
電

柵
助
成
と
免
許
取
得
費
用
全
額
に
対
す
る

助
成
で
す
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
事
業
補

助
金
は
、
捕
獲
隊
に
対
す
る
活
動
助
成
で

あ
り
、
年
３
回
実
施
し
て
い
る
一
斉
捕
獲

時
の
日
当
や
、
猟
犬
の
治
療
費
に
一
部
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
 

観
光
課
所
管
分

 

委
員　
観
光
振
興
費
の
恋
人
の
聖
地
関

係
の
予
算
に
つ
い
て
は
全
国
展
開
の
事
業

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

 

観
光
課
長　
恋
人
の
聖
地
事
業
は
、
恋

人
の
聖
地
観
光
協
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

関
係
市
町
村
会
も
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代

へ
の
情
報
発
信
に
よ
る
誘
客
と
、
そ
れ
に

伴
う
若
い
人
た
ち
へ
の
仕
事
の
創
出
も
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

委
員　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
整
備
事
業
で

設
置
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

 

観
光
課
長　
10
月
に
完
成
し
た
阿
蘇
山

噴
煙
展
望
公
園
と
併
せ
て
観
光
の
拠
点
と

な
る
よ
う
、
恋
人
の
聖
地
の
全
国
共
通
看

板
を
付
け
た
赤
牛
の
形
を
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

 
委
員　
老
朽
管
の
布
設
替
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
配
管
の
耐
用
年
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、
地
震
へ
の
対
応
は
で

き
て
い
る
の
か
。

 

水
道
課
長　
現
在
行
っ
て
い
る
布
設
替

工
事
の
配
管
の
耐
用
年
数
は
40
年
で
あ
り
、

耐
震
性
を
有
し
た
継
手
を
使
用
し
て
布
設

替
え
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

委
員　
阿
蘇
市
内
で
は
、
石
綿
管
の
布

設
替
え
は
終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

 

水
道
課
長　
国
道
下
と
線
路
下
の
一
部

の
区
間
に
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
っ
て

い
ま
す
。
布
設
替
え
す
る
に
は
推
進
工
事

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
経

由
し
な
い
路
線
を
確
保
す
る
な
ど
の
取
組

で
、
石
綿
管
の
利
用
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

委
員　
番
出
住
宅
線
の
２
路
線
を
廃
止

す
れ
ば
跡
地
に
は
構
造
物
な
ど
が
残
る
。

学
校
に
近
い
場
所
で
も
あ
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。
路
線
廃
止
後
は
宅
地

に
な
る
と
思
う
が
、
跡
地
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
計
画
し
て
い
く
の
か
。

 

建
設
課
長　
廃
止
後
は
住
宅
地
内
の
管

理
と
な
る
た
め
、
住
環
境
課
の
計
画
に
合

わ
せ
て
整
備
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
が
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
の
報
告
で

す
。

議
案
第
24
号
「
令
和
４
年
度
阿
蘇
市
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

議
案
第
27
号
「
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
」

堆肥散布

（13）


